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彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
中
根
千
絵
は
じ
め
に
論
者
は
、『
説
林
』
五
三
号
に
お
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』（
全
巻
、
表
紙
の
題
は
『
今
昔
物
語
』
と
書
い
て
あ
る
が
、
内
題
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
と
あ
る
。）
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
本
の
空
白
部
分
の
分
析
、
流
布
本
系
共
通
脱
文
の
分
析
か
ら
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
近
い
流
布
本
系
の
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
良
い
本
で
あ
ろ
う
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
諸
本
と
の
一
語
一
語
の
比
較
を
経
て
、
初
め
て
、
立
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
巻
一
に
つ
い
て
は
、
先
に
論
集
で
分
析
を
行
い
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
こ
れ
は
、『
説
林
』
五
三
号
で
論
じ
た
の
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
や
東
北
大
本
、
野
村
本
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
も
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
古
本
系
諸
本
（
東
大
本

甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
）
の
間
の
状
態
を
有
す
る
希
有
な
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。
巻
二
の
場
合
は
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結

果
が
得
ら
れ
た
。
巻
三
で
は
、
特
に
、
野
村
本
が
流
布
本
系
と
古
本
系
と
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
様
々
な
要
件
か
ら
、
流
布
本
系
は
、
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
書
物
群
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
。
但
し
、
彦
根
本
の
よ
う
に
、
中
間
的
二
一
な
表
記
を
有
す
る
書
物
の
場
合
に
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
見
定
め
が
た
い
と
し
、
今
後
、
さ
ら
に
、
巻
ご
と
の
分
析
を
続
け
、
彦

根
本
の
性
格
を
見
極
め
る
と
共
に
、
古
態
本
と
流
布
本
の
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し
た
。
巻
四
の
場
合
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
古
本
系
と
の
一
致
度
が
高
く
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
四
に
い
た
っ
て
、
古
態
本
の
表
記
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ

と
に
よ
り
、
改
め
て
、
彦
根
本
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
巻
五
の
場
合
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
他
の
流
布
本
と
同
じ
程
度
で
あ
る
。
巻
五
で
は
、
巻
二
と
同
じ
く
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
但
し
、
巻
五
で
は
全
体
と
し
て
、
流
布
本
系
の
諸
本
と
表
記
が
一
致
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
天
竺
と
い
う
国
名
に
つ
い
て
は
、
古
本
系
諸
本
に
依
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
巻
四
と
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
巻
六
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
の
本
文
を
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彦
根
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
六
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
、
諸
本
の
収
集
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
途
上
に
あ
り
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
校
異
と
頭
注
か
ら
必
要
な
部
分
を
抜
き
出
す
形
で
、
諸
本
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
六
の
本
文
異
同
凡
例
一
番
上
の
段
は
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
ペ
ー
ジ
と
行
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
の
本
文
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
と
同
じ
本
文
を
持
つ
本
の
種
類
で
あ
る
。（
但
し
、
異
体
字
な
ど
の
字
形
が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
含
め
、
そ
の
都
度
指
摘
し
た
。）
★
印
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
独
自
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
諸
本
の
例
を
示
し
た
。
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
に
載
る
考
察
は
必
要
に
応
じ
て
「
」
に
入
れ
て
付
し
た
。
二
二
各
本
の
略
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
底
―
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
（
東
大
本
甲
）【
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
が
現
在
の
諸
本
の
う
ち
の
古
態
本
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
底
の
字
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
見
し
て
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
し
た
。】
北
―
東
北
大
本
野
―
野
村
本
以
上
古
本
乙
―
東
大
本
乙
Ａ
―
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
―
内
閣
文
庫
本
Ｂ
Ｃ
―
内
閣
文
庫
本
Ｃ
以
上
流
布
本
東
大
本
甲
を
除
く
諸
本
―
諸
彦
―
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
大
―
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
巻
六
目
録
五
一
行
出
家
佛
舎
利
（
第
四
）
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
視
華
蔵
界
（
第
三
四
）
Ｂ
阿
弥
陀
経
（
第
四
〇
）
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
得
活
語
（
第
四
一
）
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
〔
脱
〕（
第
四
六
）「
張
謝
敷
依
藥
師
経
力
除
病
語
第
四
十
六
」
野
Ａ
Ｃ
〔
底
北
乙
Ｂ
は
脱
、
底
北
Ｂ
は
行
間
に
補
入
〕
巻
六
第
一
話
五
二
９
釈
迦
牟
尼
佛
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
釋
）
二
三
１０
一
切
衆
生
ノ
為
Ａ
Ｂ
１０
衆
生
ノ
機
ニ
Ｂ
（
随
テ
ィ
と
朱
補
）
１０
入
涅
槃
シ
給
ヒ
キ
ト
Ａ
Ｃ
１１
四
部
ノ
弟
子
一
ツ
也
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
四
部
ノ
弟
子
一
ツ
也
」
底
北
野
乙
大
古
本
は
一
行
と
約
二
字
分
空
白
。
流
布
本
は
、
空
格
を
設
け
な
い
。
五
三
５
丈
六
ノ
姿
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
壊
ス
ル
時
ニ
Ｂ
８
空
ニ
大
キ
ニ
諸
９
蹈
壊
テ
入
約
二
字
分
欠
底
北
乙
Ａ
Ｂ
大
（
空
白
部
、
底
北
約
二
行
、
乙
十
八
字
と
一
行
、
チ
怖
レ
給
ヒ
ケ
リ
Ａ
Ｂ
二
字
分
、
Ｂ
は
空
白
部
に
朱
連
読
符
を
附
し
チ
に
テ
ィ
と
朱
傍
レ
に
朱
圏
点
、
底
北
乙
Ａ
Ｂ
大
は
踏
）「
踏
壊
テ
入
チ
怖
シ
給
シ
ケ
リ
」
野
（
空
白
部
約
三
字
分
と
一
行
）「
踏
壊
テ
入
ヌ
恐
怖
レ
給
ヒ
ケ
リ
」
Ｃ
１２
渡
ラ
ン
ト
シ
ケ
ル
諸
１２
其
ノ
後
ニ
漢
ノ
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
秦
始
皇
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
二
話
五
四
６
待
給
フ
間
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
即
チ
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
の
チ
は
テ
と
ケ
の
中
間
の
字
体
チ
と
朱
訂
）
９
不
受
ヌ
底
野
Ｂ
（
底
の
ヌ
は
ス
に
近
し
）
二
四
９多
ア
リ
乙
Ａ
Ｂ
１１
形
モ
替
リ
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
白
馬
寺
乙
Ａ
Ｂ
（
空
白
部
乙
Ａ
は
約
八
字
と
一
行
、
Ｂ
は
約
六
字
と
一
行
と
約
五
字
分
欠
一
行
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
）「
白
馬
寺
付
レ
タ
ル
也
」
付
タ
ル
也
底
北
大
（
空
白
部
一
行
）「
白
馬
寺
付
シ
タ
ル
也
」
野
（
空
白
部
約
十
七
字
と
一
行
）「
白
馬
寺
ト
付
タ
ル
也
」
Ｃ
五
五
１
奇
シ
フ
禿
ノ
乙
Ａ
５
天
王
ヨ
リ
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
被
弃
ヌ
ヘ
ク
乙
Ａ
（
Ａ
の
弃
は
棄
）
６
値
テ
力
競
ウ
シ
テ
底
北
野
（
ウ
に
底
は
ヲ
歟
、
野
は
ヲ
と
朱
傍
）
６
可
被
弃
キ
也
乙
Ａ
８
来
ル
ハ
Ｂ
（
ハ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）
１２
天
皇
モ
此
ヲ
聞
テ
Ｂ
１４
速
底
北
野
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
補
）
１４
可
有
キ
由
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
宣
旨
ヲ
約
三
字
分
欠
底
北
乙
Ａ
Ｂ
大
（
乙
Ａ
の
空
白
部
は
約
一
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
）
「
宣
旨
ノ
」
野
「
宣
旨
ヲ
下
シ
」
Ｃ
１６
髪
約
二
字
分
欠
諸
大
（
Ｂ
の
空
白
部
は
約
二
字
分
、
北
は
イ
二
字
欠
と
朱
傍
）「
髪
長
ク
」
Ｃ
１６
盛
ナ
ル
者
モ
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
才
ノ
営
立
テ
ヽ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ノ
に
ヲ
ィ
立
テ
ヽ
に
テ
ハ
ィ
と
朱
傍
）
二
五
五
六
２
方
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
其
ノ
外
ニ
乙
Ａ
Ｃ
４
居
ヘ
並
タ
リ
乙
Ａ
４
西
ノ
方
ニ
諸
４
摩
騰
法
師
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
荘
レ
ル
箱
共
諸
（
諸
は
症土
）
６
道
士
方
ニ
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
法
文
付
ケ
ツ
Ｂ
（
文
の
下
に
ニ
火
ヲ
ィ
と
朱
補
）
１２
約
二
字
分
欠
有
リ
諸
大
（
乙
Ｂ
の
空
白
部
は
約
二
字
分
、
Ａ
一
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
）「
居
ア
リ
」
Ｃ
（
傍
訓
ヲ
ル
）
１３
息
約
二
字
分
欠
諸
大
（
野
の
空
白
部
は
約
四
字
分
、
Ａ
三
字
分
）「
息
絶
テ
」
Ｃ
１３
方
ニ
涙
テ
Ａ
１４
思
議
歟
不
吉
ノ
底
北
野
（
北
は
吉
に
思
議
ィ
と
朱
傍
）
１５
礼
シ
給
フ
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
三
話
五
七
６
勤
メ
行
フ
北
野
乙
Ａ
Ｂ
１０
追
ル
ヽ
ソ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
追
の
下
に
却
セ
ラ
ィ
と
朱
補
）
１１
開
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
六
１３
大
師
約
三
字
分
欠
達
磨
「
大
師
達
磨
」
大
１６
被
貴
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
五
八
１
被
尋
ル
野
乙
Ａ
Ｂ
１２
思
シ
顕
以
ヲ
Ａ
１２
申
シ
給
フ
乙
Ａ
Ｃ
１３
何
ニ
云
フ
★
「
何
云
フ
」
底
北
野
大
（
何
傍
訓
イ
カ
ニ
）「
何
ニ
云
」
乙
Ａ
「
何
ト
云
フ
」
Ｂ
「
何
云
」
Ｃ
１６
約
三
字
分
欠
山
ト
底
乙
Ａ
Ｂ
大
（
Ｂ
の
空
白
部
は
約
三
字
分
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
）「
山
ト
」
北
野
（
山
の
上
に
北
は
「
此
間
三
字
欠
ィ
」、
野
は
「
此
間
闕
字
官
東
」
と
朱
注
）「
梁
山
ト
」
Ｃ
五
九
２
棺
ニ
入
レ
テ
乙
Ａ
Ｂ
３
荵公
嶺
ノ
土
ニ
シ
テ
底
北
野
Ａ
Ｂ
（
土
に
底
は
上
歟
と
傍
書
、
Ｂ
は
上
ィ
と
朱
傍
）
６
崩
シ
給
ヒ
ニ
キ
ト
底
乙
Ａ
Ｂ
（
底
の
キ
は
古
体
）
７
胡
僧
ヲ
誰
人
ナ
ラ
ム
ト
諸
（
乙
の
ム
は
ン
）
１０
上
ニ
乙
１１
片
足
ヲ
弃
ル
ト
有
ハ
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
此
北
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
四
話
六
十
３
佛
法
植
ヘ
ム
カ
為
ニ
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
植
に
傳
ィ
と
朱
傍
）
７
入
給
ヒ
ニ
キ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
汝
チ
云
フ
事
乙
Ａ
Ｂ
二
七
１１
毎
年
★
「
毎
事
ニ
」
底
野
「
毎
事
」
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
出
御
ス
ル
者
也
北
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
七
日
限
リ
Ｂ
六
一
１
華
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
何
ニ
ト
北
野
乙
Ａ
Ｂ
３
今
諸神
僧
伝
「
会
更
請
三
七
日
」、
打
聞
「
イ
マ
七
日
ノ
ヘ
ラ
ル
ヘ
キ
由
ヲ
申
ス
」。
た
だ
し
、
諸
本
、
い
ず
れ
も
「
七
」
字
は
見
え
な
い
。（
野
村
本
・
Ｂ
本
の
傍
書
に
は
あ
り
）。
５
暁
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
白
キ
玉
有
リ
驚
テ
壺
ノ
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
有
は
ア
、
Ｃ
は
有
リ
の
リ
脱
、
野
は
驚
に
圏
内
ヨ
リ
点
、
Ｂ
は
テ
に
キ
ィ
と
朱
傍
）
１１
誓
ヒ
置
キ
給
ヘ
リ
諸
（
底
の
リ
は
変
即
ち
キ
の
古
体
の
如
し
）
１３
誓
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
朱
圏
点
）
１４
砧
砧追
共
底
北
Ａ
Ｂ
大
（
Ｂ
は
共
の
下
に
ニ
ィ
と
朱
補
）「
砧
砧追
共
ニ
」
野
「
砧
鎚
共
ニ
」
乙
「
砧
槌
共
ニ
」
Ｃ砧
は
銭
砧
の
用
字
を
か
え
た
も
の
。
六
二
３
其
ノ
國
ノ
★
「
其
ノ
國
」
底
北
野
大
「
其
ノ
國
ニ
」
乙
Ａ
Ｂ
「
其
國
ニ
」
Ｃ
巻
六
第
五
話
六
二
８
摩
耶
夫
人
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
八
８九
十
一
日
ヵ
間
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
腰
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
六
三
１
人
ヤ
底
北
野
Ｂ
３
負
給
フ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
来
リ
シ
道
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
震
旦
ヘ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
震
旦
ニ
傳
ヘ
テ
ム
ト
底
野
１５
勧
メ
給
ヘ
ハ
諸
（
底
の
ハ
は
リ
の
如
く
に
も
見
ゆ
、
諸
は
勧
）
１５
此
ノ
事
Ａ
Ｂ
Ｃ
六
四
２
懐
妊
Ａ
Ｂ
３
密
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
世
ニ
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
佛
ノ
如
Ａ
Ｂ
１５
末
世
マ
テ
底
乙
Ａ
Ｃ
巻
六
第
六
話
六
五
３
宗
ヵ
諸
（
孫
、
底
北
の
偏
は
歹
に
近
し
、
北
は
宗
、
野
は
宗
東
、
乙
玄
孫
ノ
Ａ
は
宗
歟
、
Ｂ
は
宗
ィ
と
朱
傍
）「
玄
宗
ノ
」
Ｃ
４
タ
ト
ル


ト
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
多
ク
火
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
九
６早
ウ
底
Ａ
Ｃ
６
怖
シ
氣
ナ
ル
者
共
ノ
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
経
ヲ
音
ヲ
Ｂ
８
免
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
自
死
キ
香
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
自
死
は
臭
）
１２
早
ウ
乙
Ａ
１３
有
様
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
爛
レ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
鯉
テ
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
懐
歟
と
傍
書
、
Ｂ
は
不
審
紙
）
六
六
１
有
ケ
ム
時
Ｃ
３
吸
ヒ
舐
レ
テ
ハ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
レ
テ
の
右
側
に
ル
ラ
ィ
左
傍
に
ラ
歟
と
朱
傍
）
３
愈
ナ
ム
ト
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｂ
の
ム
は
ン
）「
愈
サ
ム
ト
」
底
北
大
５
不
浄
非
ス
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
補
）
６
他
ヲ
穢
マ
ム
北
野
乙
Ａ
Ｂ
（
野
の
穢
は
変
穢
「
傍
訓
キ
タ
ナ
」
と
朱
傍
、
乙
の
ム
は
ン
）
１０
成
リ
持
行
テ
底
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
の
リ
は
変
即
ち
第
一
画
の
痕
跡
の
み
）
１２
出
ル
如
ク
ナ
ル
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
掻
消
ツ
様
ニ
底
Ａ
Ｃ
六
七
２
法
蔵
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
法
の
上
に
挿
入
符
「
正
歟
依
下
文
」
と
朱
注
）
６
今
其
此
ノ
報
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
廣
ク
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
〇
六
八
５
天
神
ニ
祠
ニ
Ａ
Ｃ
７
祠
ラ
ム
ニ
諸
（
乙
Ｂ
の
ム
は
ン
）
７
不
吉
セ
ラ
ム
ヤ
乙
Ａ
（
乙
の
ム
は
ン
）
１３
奇
異
也
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
免
ヌ
Ａ
Ｂ
１５
慈
氏
菩
薩
ヲ
念
シ
奉
テ
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
六
九
２
慈
氏
菩
薩
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
被
圍
遶
レ
給
ヘ
ル
ヲ
野
Ａ
Ｂ
６
名
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
風
波
躰
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ノ
歟
と
朱
補
）
１２
悪
行
断
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
テ
に
ン
ィ
と
朱
傍
）
１２
此
レ
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
七
十
１
傾
テ
底
野
乙
Ｂ
（
底
野
の
傍
訓
カ
タ
ム
ヒ
）
１
流
ヌ
ヘ
シ
乙
Ａ
Ｂ
５
然
テ
大
「
然
ト
受
ノ
間
脱
文
」
と
北
本
し
る
す
。
巻
六
第
七
話
七
十
１３
持
来
Ａ
Ｂ
巻
六
第
八
話
三
一
七
一
６
大
法
ヲ
説
給
テ
諸
８
数
百
歳
ノ
後
乙
Ａ
Ｂ
８
器
移
ス
カ
野
乙
Ａ
Ｂ
巻
六
第
九
話
七
二
３
震
旦
ニ
渡
テ
乙
Ａ
６
西
蕃
ノ
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
城
ヨ
リ
云
Ｂ
（
リ
の
下
に
「
此
處
四
五
字
ホ
ト
空
シ
ィ
」
と
朱
注
）「
城
ヨ
リ
告
テ
云
ク
」
Ｃ
「
城
ヨ
リ
云
」
底
北
野
乙
Ａ
大
（
乙
Ａ
の
空
白
部
は
約
一
字
分
）
７
五
國
ノ
軍
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
願
ク
ハ
乙
Ｂ
１６
副
ヘ
ル
ヤ
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ヤ
に
也
歟
と
朱
傍
）
１６
亦
安
西
城
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
七
三
１
来
レ
ル
ヤ
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ヤ
に
也
歟
と
朱
傍
）
２
二
月
十
一
日
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
三
十
里
ヵ
内
乙
Ａ
Ｂ
３
鼓
打
テ
諸
（
底
は
テ
を
チ
と
朱
訂
）
４
笛
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
食
切
リ
及
ヒ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
謹
敬
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
謹
ニ
敬
テ
」
底
北
野
（
野
は
ニ
に
ミ
と
朱
傍
）「
謹

敬
テ
」
大
三
二
８西
北
ス
角
ニ
Ｂ
（
ス
に
ノ
ィ
と
朱
傍
）
９
毘
沙
門
天
ノ
置
テ
★
「
毘
沙
門
天
ノ
□
置
テ
」
底
北
野
乙
Ａ
大
（
約
一
字
分
空
格
）「
毘
沙
門
天
ヲ
置
テ
」
Ｂ
「
毘
沙
門
天
ノ
像
ヲ
置
テ
」
Ｃ
１０
香
花
飲
食
捧
ケ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ヲ
ィ
と
朱
補
）
１２
始
マ
ル
ト
Ｂ
巻
六
第
十
話
七
四
４
此
ノ
土
ノ
底
北
乙
４
北
車
モ
亦
★
「
輩
モ
亦
」
諸
「
輩
ニ
亦
」
底
６
何
ソ
諸
８
聞
果
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
尊
勝
真
言
ノ
諸
巻
六
第
十
一
話
七
四
１４
侍
活
語
底
北
Ｂ
（
底
は
侍
を
得
と
朱
訂
Ｂ
は
得
ィ
と
朱
傍
）
１５
強
ト
云
フ
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
生
類
数
Ａ
Ｂ
Ｃ
七
五
７
将
至
ル
ニ
乙
Ｂ
８
何
ノ
故
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
此
罪
人
北
乙
Ａ
Ｃ
三
三
９暫
ク
ノ
乙
Ｂ
「
暫
ク
」
底
北
野
大
（
野
の
暫
は
変
）「
暫
ノ
」
Ａ
Ｃ
古
本
は
、
通
常
の
語
法
で
は
「
暫
ク
此
ノ
罪
人
ノ
命
ヲ
…
」
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
、「
此
ノ
罪
人
ノ
」
を
強
調
せ
ん
と
し
て
前
に
言
っ
た
た
め
に
副
詞
が
正
常
の
位
置
を
失
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
１２
歓
喜
心
ノ
中
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
安
遁
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
汝
カ
心
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
訪
ハ
ン
カ
為
ニ
諸
１６
失
給
ヒ
ヌ
乙
Ｂ
（
Ｂ
は
ト
ィ
と
朱
補
）
巻
六
第
十
二
話
七
六
１０
開
皇
三
年
ト
云
フ
底
北
野
Ａ
Ｂ
（
フ
の
下
に
北
は
ニ
と
補
入
、
Ｂ
は
ト
シ
ィ
と
朱
補
）
１１
其
ノ
日
乙
Ａ
Ｂ
１４
王
向
テ
底
野
Ａ
Ｃ
七
七
１
不
見
ヘ
成
ニ
キ
乙
Ａ
Ｂ
巻
六
第
十
三
話
七
七
１２
旅
宿
セ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
抜
カ
ン
ト
為
ル
ニ
諸
１６
縣
ノ
官
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
七
八
８
緑
ノ
袈
裟
ノ
北
野
乙
Ａ
Ｃ
三
四
１０
頭
ノ
疵
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
家
在
マ
シ
テ
Ｂ
（
朱
圏
点
「
道
路
ツ
ヽ
カ
ナ
カ
ラ
ン
為
ニ
ィ
」
と
朱
傍
）
１６
依
テ
畫
ス
ル
ニ
北
Ｂ
「
依
テ
盡
ス
ル
ニ
」
野
「
衣
ヲ
盡
ス
ル
ニ
」
Ｃ
「
依
ヲ
畫
ス
ル
ニ
」
底
乙
Ａ
「
依
」
は
「
衣
」
の
増
画
か
。
七
九
１
付
タ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
不
消
リ
キ
野
乙
Ａ
Ｂ
３
云
フ
聞
テ
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ヲ
ィ
と
朱
傍
）
３
家
ノ
人
共
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
十
四
話
七
九
９
震
旦
約
四
字
分
欠
ノ
代
ニ
「
震
旦
ノ
ノ
代
ニ
」
底
北
野
乙
大
（
野
乙
の
空
白
部
は
約
三
字
分
）「
震
旦
ノ
世
ニ
」
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
の
空
白
部
は
約
四
字
分
本
の
マ
ヽ
と
朱
注
）「
震
旦
ノ
玄
宗
ノ
代
ニ
」
Ｃ
９
都
督
ニ
約
五
字
分
欠
ノ
諸
大
（
乙
Ａ
の
空
白
部
は
三
字
分
、
Ｂ
は
約
五
字
分
、
乙
は
ノ
脱
）
張
亮
ト
「
都
督
ニ
テ
有
シ
張
亮
ト
」
Ｃ
９
長
吏
諸
（
史
は
吏
に
作
る
）
１４
破
レ
ヌ
ト
底
乙
Ａ
Ｃ
１５
人
ヲ
呼
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
半
ヲ
ハ
北
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ヲ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）
１６
裂
テ
砕
ケ
ル
カ
如
シ
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
八
十
３
悲
キ
事
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
非
キ
事
」
底
北
（
底
は
悲
歟
と
朱
傍
）
三
五
「
悲
を
非
と
す
る
の
は
省
文
か
。」
巻
六
第
十
五
話
八
十
１１
工
能
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
功
徳
ィ
と
朱
傍
）
１２
供
養
シ
奉
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
一
人
ノ
僧
乙
Ａ
Ｃ
八
一
２
恵
鏡
ニ
授
テ
底
乙
Ａ
Ｃ
８
造
ル
所
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
如
ク
也
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
然
ノ
如
ク
也
乙
Ａ
Ｃ
１２
娑
婆
諸
（
底
北
の
婆
は
変
即
ち
波
＋
衣
）
１３
導
カ
ム
為
ニ
乙
Ａ
Ｃ
（
乙
の
ム
は
ン
）
１４
其
所
見
ヘ
ス
乙
Ｂ
１５
二
佛
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
十
三
年
有
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
八
二
１
死
ス
ル
時
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
死
ヌ
ル
□
」
野
大
「
死
ス
ル
□
」
底
北
（
底
は
ス
に
ヌ
と
朱
傍
）
「
流
布
本
「
時
ニ
」
を
補
う
が
、
死
ヌ
ル
即
チ
と
同
じ
意
の
表
現
で
、
即
チ
の
省
略
さ
れ
た
語
法
と
見
れ
ば
過
不
及
な
く
理
解
で
き
る
。
結
局
、
死
ぬ
や
否
や
、
死
ぬ
と
す
ぐ
に
、
の
意
。」
２
百
千
菩
薩
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ノ
ィ
と
朱
補
）
３
室
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
六
巻
六
第
十
六
話
八
二
７
畫
弥
陀
像
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
清
阿
武
城
諸
１１
乗
テ
諸
（
底
北
野
の
乗
は
変
即
ち
垂
の
異
体
に
作
る
）
「
古
本
「
垂山
」（
垂
）
の
異
体
字
に
作
る
は
、
中
世
に
お
け
る
一
種
の
通
字
。」
１３
無
限
リ
テ
★
「
无
限
シ
テ
」
底
北
野
大
「
无
限
リ
テ
」
乙
「
无
限
リ
」
Ａ
Ｂ
「
無
限
テ
」
Ｃ
１５
繪
像
ノ
前
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
暁
ニ
至
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
十
七
話
八
三
９
行
ヌ
Ｂ
１３
出
ラ
ム
時
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｂ
の
ム
は
ン
）
１５
遍
シ
諸
大
「
北
本
遍
の
下
に
「
満
」
を
補
う
。
他
の
文
献
に
は
例
を
未
だ
知
ら
な
い
。
遍
満
の
意
。」
１５
語
ル
諸
八
四
１
道
喩
ヲ
救
ハ
ム
カ
為
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｂ
の
ム
は
ン
、
Ｃ
の
喩
は
兪
）
２
死
ヌ
底
乙
Ａ
Ｂ
巻
六
第
十
八
話
八
四
６
張
ノ
元
壽
底
野
Ｂ
（
Ｂ
は
ノ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）
三
七
７基
ノ
家
ニ
諸
大
「
こ
の
ニ
は
ニ
オ
イ
テ
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
提
示
格
と
し
て
用
い
て
あ
る
。
野
村
本
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
の
イ
本
に
は
ニ
の
な
い
本
も
あ
る
。
文
末
の
連
体
形
に
よ
る
終
止
に
注
意
。」
１１
空
中
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
乗
レ
ル
諸
（
底
野
の
乗
は
変
即
ち
垂
の
異
体
に
作
る
）
１２
庭
ノ
上
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
魚
鳥
等
乙
Ａ
Ｂ
１４
隨
タ
リ
ト
云
ヘ
ト
モ
乙
Ａ
（
乙
の
ト
モ
は
合
字
）
八
五
１
同
シ
業
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
人
也
ト
云
畢
テ
乙
Ａ
Ｂ
２
西
ヲ
指
テ
去
ヌ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
見
ル
所
事
ヲ
底
北
Ａ
Ｂ
巻
六
第
十
九
話
八
五
９
并
洲
道
如
乙
Ａ
Ｂ
（
Ａ
の
道
は
傍
書
補
入
）
９
造
阿
弥
陀
像
Ａ
Ｂ
１０
剄土
陽
Ａ
Ｂ
（
彦
Ａ
Ｂ
の
剄土
は
草
体
）「
巫
陽
」
底
北
野
大
（
巫
は
晋
の
異
体
字
の
上
部
に
近
し
、
野
は
晋
東
と
朱
傍
）「

陽
」
乙
Ｃ
（
乙
の

は
草
体
）
１１
諸
人
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
哀
ノ
心
諸
（
底
は
ノ
に
フ
歟
と
朱
傍
あ
る
も
採
ら
ず
、
Ｃ
傍
訓
ア
ハ
レ
ム
）
１２
沈
メ
ル
諸
（
底
の
メ
は
変
ヌ
歟
と
朱
傍
あ
る
も
採
ら
ず
）
三
八
八
六
４
御
胸
ヨ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
出
離
ノ
計
ヲ
ハ
乙
Ａ
Ｃ
「
出
離
計
ヲ
ハ
」
Ｂ
「
出
家
離
ノ
計
ヲ
バ
」
底
北
野
大
「
古
本
「
出
家
離
」
と
あ
る
は
、
成
語
に
あ
ら
ず
。
始
め
「
出
家
」
と
い
い
、
こ
れ
を
後
「
出
離
」
と
訂
せ
ん
と
し
た
痕
跡
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。」
巻
六
第
二
十
話
八
六
１２
鑄
弥
陀
像
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
約
四
字
分
欠
ノ
代
ニ
諸
大
（
乙
Ａ
の
空
白
部
は
約
三
字
分
、
Ｂ
約
四
字
分
）「
隋
ノ
代
ニ
」
Ｃ
１６
銅
渓
山
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
鐃
銅
ノ
乙
Ａ
Ｃ
１
多
カ
ナ
レ
底
北
野
乙
八
七
２
刺
吏
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
頬判
史
」
底
北
野
（
判
は
異
体
、
野
は
刺
と
朱
傍
）「
咲判
史
」
大
「
頬判
」
は
「
刺
」
の
異
体
字
。「
判
」
の
異
体
字
「
頬判
」
に
底
本
作
る
が
、
中
世
に
お
い
て
は
こ
の
類
の
通
用
は
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。（
史
を
吏
に
作
る
事
も
多
い
）。
３
船
有
約
三
字
分
欠
諸
大
（
乙
Ｂ
の
空
白
部
は
約
三
字
分
、
Ｂ
は
本
の
マ
ヽ
と
朱
注
）「
船
有
テ
」
Ｃ
４
死
ヌ
底
乙
７
信
シ
テ
船
シ
テ
船
并
ニ
諸
（
北
は
船
シ
テ
の
船
に
諾
ヵ
と
朱
傍
）
人
ヲ
７
喜
テ
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
卒
シ
テ
★
「
率
シ
テ
」
諸
（
底
北
野
の
率
は
変
底
は
率
ヵ
と
朱
傍
、
乙
の
シ
テ
は
合
字
）
三
九
８銅
渓
山
ニ
乙
Ａ
Ｃ
８
悟
ヵ
語
テ
底
北
Ｂ
（
Ｂ
は
悟
ィ
と
朱
傍
）
９
錐草
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
傍
訓
ク
ワ
ン
）
１２
憖力
テ
乙
１３
受
テ
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
鐃
銅
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
朱
圏
点
）
１４
可
開
シ
乙
Ａ
Ｂ
大
「
可
聞
シ
」
底
北
野
（
野
は
開
と
朱
傍
）「
可
開
」
Ｃ
１５
此
言
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
去
ヌ
諸
１６
呼
ヒ
集
メ
乙
Ａ
Ｂ
八
八
１
出
入
ヌ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
札巨
ニ
不
護
セ
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
の
拒
は
木
偏
拒
ミ
ィ
と
朱
傍
）
巻
六
第
二
十
一
話
八
八
８
造
樂
師
佛
諸
９
約
三
字
分
欠
ノ
代
ニ
諸
大
（
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
空
白
部
は
約
三
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
）「
隋
ノ
代
ニ
」
Ｃ
１２
遂
ニ
死
ヌ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
二
人
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
八
九
４
修
シ
キ
ヤ
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
〇
４不
修
ル
時
ニ
乙
Ｂ
５
光
有
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
二
十
二
話
八
九
１２
第
廾
三
底
北
Ｂ
（
Ｂ
は
三
に
二
ィ
と
朱
傍
）
１３
嬪
也
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
不
審
紙
、
Ｃ
傍
訓
ヒ
ト
リ
）「
嬪頁
也
」
底
北
野
（
嬪
は
変
即
ち
旁
の
下
部
を
木
に
作
る
）
九
十
６
三
男
ニ
女
ヲ
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
此
レ
皆
野
乙
Ａ
Ｂ
巻
六
第
二
十
三
話
九
十
１２
腫
レ
テ
Ａ
Ｂ
１４
遁
サ
ム
ト
Ｂ
（
Ｂ
は
ム
が
ン
）
九
一
１
息
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
二
十
四
話
九
一
６
夏
候
均
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
勇
洲
諸
８
遂
ニ
悶
絶
シ
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
許
テ
云
ク
Ｂ
四
一
１０
何
ノ
過
無
ク
シ
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
無
が
无
）
１１
受
ケ
ン
ト
底
北
野
Ａ
Ｂ
巻
六
第
二
十
五
話
九
二
６
二
人
ノ
僧
有
リ
乙
Ａ
Ｂ
６
一
人
ヲ
ハ
喜
辟
ト
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
辟
に
碎
ィ
と
朱
傍
）
９
阿
从合門
如
来
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
夢
覚
メ
テ
後
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
覺
）
巻
六
第
二
十
六
話
九
三
２
得
多
寳
語
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
成
ル
時
Ａ
Ｂ
９
塔
ヲ
見
付
タ
リ
諸
１０
御
眼
ニ
ハ
諸
「
御
眼
ニ
」
底
大
（
底
本
か
な
一
字
分
の
空
き
あ
り
）
１１
伯
父
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
家
ニ
還
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
九
四
２
残
ハ
失
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
皆
本
ノ
如
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
法
華
経
ヲ
一
部
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
后
并
ニ
親
類
乙
Ａ
Ｃ
四
二
６比
来
テ
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
留
シ
ト
云
テ
北
Ｂ
１２
倒
レ
臥
ス
底
野
Ｂ
（
底
は
ス
を
ヌ
と
朱
訂
）
１２
遂
ニ
絶
ニ
ケ
リ
ト
ナ
ム
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｂ
の
ム
は
ン
）
巻
六
第
二
十
七
話
九
五
４
縁
起
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
傳
テ
云
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
尼
乾
子
底
北
野
Ｂ
７
乱
レ
大
「
語
格
が
整
わ
な
い
の
で
野
村
本
は
「
乱
シ
」
と
改
め
た
が
「
乱
レ
」
が
原
姿
で
あ
ろ
う
。」
８
加
護
ヲ
諸
１１
表
衣
ノ
諸
１２
令
無
メ
ケ
リ
ト
Ｂ
巻
六
第
二
十
八
話
九
五
１５
礼
子
佛
語
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
子
に
チ
ィ
と
朱
傍
）
１６
唐
ノ
代
ニ
乙
Ｂ
Ｃ
九
六
３
其
時
ニ
北
Ｃ
４
九
百
九
十
三
佛
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
木
ノ
葉
ニ
野
乙
Ａ
Ｃ
四
三
５傳
ヘ
タ
ル
ト
ナ
ム
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
巻
六
第
二
十
九
話
九
六
８
六下汀
洲
諸
（
底
北
の
六下汀
は
変
即
ち
旁
は
卯
の
草
体
に
近
し
）
９
有
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
華
ノ
上
ニ
座
ス
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
華
は
花
）
九
七
２
地
蔵
隨
ル
故
ニ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
堕
ィ
と
朱
傍
）
巻
六
第
三
十
話
九
七
１０
十
七
歳
ニ
至
ル
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
其
時
乙
Ｂ
九
八
１
救
フ
カ
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
救
フ
力
」
底
野
乙
大
「
救
フ
刀
」
北
野
「
流
布
本
、
小
字
に
作
り
、
攷
証
、
濁
点
を
打
っ
て
助
詞
の
扱
い
と
す
る
が
、
底
本
・
野
村
本
は
大
字
。
従
っ
て
漢
字
の
「
力
」
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
巻
六
第
三
十
一
話
九
八
８
震
旦
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
約
三
字
分
欠
ノ
代
ニ
諸
大
（
乙
の
空
白
部
は
約
二
字
分
、
Ａ
四
字
分
、
Ｂ
約
三
字
分
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
、Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
）
１０
諸
仁
語
テ
★
「
諸
ノ
僧
ニ
語
テ
」
底
北
大
「
諸
ノ
僧
ニ
語
ケ
」
野
「
諸
ニ
語
テ
」
乙
Ａ
「
諸
仁
詣
テ
」
Ｂ
（
仁
詣
に
僧
ニ
語
ィ
と
朱
傍
）「
諸
々
ニ
語
テ
」
Ｃ
四
四
１３
此
経
ノ
底
北
野
１５
其
乙
Ａ
Ｂ
１６
書
冩
セ
ム
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｂ
の
ム
は
ン
）
九
九
３
驚
キ
恠
シ
ム
程
底
野
Ａ
Ｂ
（
程
の
下
に
野
は
二
東
、
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
傍
）
４
諸
ノ
宝
ヲ
諸
（
ヲ
に
底
は
ノ
歟
、
北
は
ノ
と
朱
傍
あ
る
も
採
ら
ず
、
諸
は
寶
）
５
聞
テ
云
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
問
ィ
と
朱
傍
）
６
我
等
ハ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
水
漉
ク
所
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
本
ノ
縁
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
境
ニ
諸
（
底
北
野
の
境
は
変
即
ち
立
心
偏
）
１２
十
方
偈
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
方
に
不
審
紙
）
１３
語
リ
聞
カ
セ
ケ
リ
Ｂ
１４
書
冩
シ
奉
リ
ケ
リ
ト
ナ
ム
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
三
十
二
話
一
〇
〇
３
約
三
字
分
欠
ノ
代
ニ
諸
大
（
Ａ
の
空
白
部
は
三
字
分
、
乙
Ｂ
約
二
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）
５
病
ヲ
受
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
死
ス
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
兜
率
天
ニ
上
ニ
行
テ
Ｂ
（
上
ニ
の
ニ
に
朱
括
弧
イ
と
朱
傍
）
６
体
遠
Ｂ
「
休
遠
」
底
北
野
乙
Ａ
Ｃ
大
（
底
北
Ａ
の
休
は
異
体
即
ち
右
肩
に
ヽ
あ
り
）
四
五
休
は
底
本
お
よ
び
原
典
版
本
、「
術
」
の
異
体
に
作
る
。
６
華
臺
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
天
ノ
樂
ハ
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
聞
テ
云
ク
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
三
十
三
話
一
〇
一
４
王
氏
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
死
ス
北
野
乙
９
報
セ
ム
ト
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｂ
の
ム
は
ン
）
１２
開
ク
也
ト
云
Ｂ
１５
否
ヤ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
遁
ル
ヽ
事
得
ツ
野
Ａ
１６
還
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
還
ヌ
ト
」
底
北
野
大
還
ル
ベ
シ
の
意
で
あ
ろ
う
。
巻
六
第
三
十
四
話
一
〇
二
１０
堕
ヌ
野
乙
１０
此
ノ
地
獄
ヲ
見
テ
北
乙
Ａ
Ｂ
１１
観
諸
大
「
歓
」
Ａ
Ｃ
「
Ａ
Ｃ
本
以
外
、
か
く
作
る
の
は
、
音
通
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。」
１２
唱
フ
ル
底
乙
Ｂ
四
六
巻
六
第
三
十
五
話
一
〇
三
４
孫
宣
徳
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
書
冩
華
厳
経
底
北
野
Ｂ
（
底
北
野
は
花
）
９
死
セ
シ
時
ニ
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
一
人
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
一
〇
四
１
発疫
レ
大
（
大
は
癈
）「
癈
シ
」
野
乙
Ａ
「「
癈
シ
」
に
作
る
の
は
不
可
。」
３
帰
ル
道
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
三
十
六
話
一
〇
四
１０
受
持
門
含
経
★
「
受
持
阿
含
語
」
底
北
野
大
「
受
持
阿
含
経
語
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
滅
没
ス
ル
ニ
乙
Ａ
Ｃ
一
〇
五
５
無
カ
リ
ケ
リ
ト
ナ
ム
乙
Ｂ
（
乙
の
ム
は
ン
、
乙
Ｂ
は
无
）
巻
六
第
三
十
七
話
一
〇
五
１２
死
ヌ
底
北
乙
Ｃ
１２
三
日
ヲ
経
テ
活
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
日
は
月
）
１５
告
ケ
ム
為
ニ
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
一
〇
六
１
道
如
ノ
衣
鉢
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
七
２夢
ノ
如
ク
乙
Ａ
Ｃ
２
二
年
ニ
當
テ
乙
Ｂ
（
Ｂ
は
ナ
ィ
と
朱
補
）
３
聞
ユ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
三
十
八
話
一
〇
六
７
會
稽
山
ノ
陰
縣
諸
大
「
乙
本
の
「
会
稽
ノ
山
陰
県
」
が
正
し
い
。」
１０
亡
セ
ル
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
忽
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
財
ノ
貧
シ
キ
カ
故
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
一
〇
七
２
忙送
ニ
Ａ
Ｂ
５
而
ル
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
命
ヲ
終
フ
底
北
野
６
金
栗
佛
土
底
北
野
Ｂ
（
北
は
加
筆
し
て
粟
と
す
、
Ｂ
は
粟
ィ
と
朱
傍
）
巻
六
第
三
十
九
話
一
〇
七
１４
行
ク
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
フ
ィ
と
朱
傍
）
１６
區
也
Ｂ
一
〇
八
１
閻
魔
王
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
法
師
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
首
楞
厳
経
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
八
２此
ノ
経
ヲ
野
乙
Ｂ
２
説
ヲ
北
乙
Ａ
Ｃ
（
北
は
テ
と
朱
訂
）
巻
六
第
四
十
話
一
〇
八
１５
并
ニ
温
室
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
船
ノ
人
一
時
ニ
去
ヌ
其
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
後
道
珎
一
〇
九
１
一
人
ノ
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
乗
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
此
等
ノ
事
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
遂
ニ
道
珎
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
生
レ
ヌ
ト
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
知
ル
乙
Ａ
Ｂ
５
経
営
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
四
十
一
話
一
〇
九
１０
張
居
道
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
死
ヌ
底
乙
Ｂ
Ｃ
１５
同
語
訴
テ
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
補
）
一
一
〇
２
行
ク
門
路
ノ
中
ニ
〆
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
シ
テ
）
四
九
３活
ル
事
諸
（
底
の
活
は
変
活
と
朱
傍
、
事
の
下
に
底
は
ヲ
、
Ｂ
は
チ
ィ
と
朱
補
）
７
使
者
道
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
シ
タ
ル
生
類
Ａ
Ｂ
１０
此
ノ
功
徳
ニ
依
テ
乙
Ａ
Ｂ
１１
生
ク
路
ニ
底
北
野
巻
六
第
四
十
二
話
一
一
一
６
十
月
四
日
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
恵
表
沼
等
野
乙
Ｃ
１０
後
ニ
五
百
歳
ノ
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
四
十
三
話
一
一
二
４
長
生
不
死
ノ
法
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
三
蔵
菩
薩
値
テ
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
補
）
７
勝
レ
タ
リ
有
リ
ヤ
否
ヤ
ト
野
８
宣
フ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
四
十
四
話
一
一
三
５
軽
シ
ト
見
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
其
時
Ａ
Ｂ
Ｃ
五
〇
１０
教
ヘ
給
フ
ト
見
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
教
ノ
如
ク
野
乙
Ｂ
Ｃ
１３
思
ル
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ル
に
ヒ
ィ
と
朱
傍
）
巻
六
第
四
十
五
話
一
一
四
１
合
一
部
乙
Ａ
Ｂ
６
午
ノ
時
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
一
人
屠
兒
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
児
）
１３
此
等
ノ
身
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
四
十
六
話
一
一
五
３
張
謝
敷
依
薬
師
経
力
諸
（
諸
は
藥
）
３
除
病
語
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
経
ノ
文
諸
１４
不
違
ハ
乙
Ａ
Ｂ
１４
末
世
ノ
人
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
六
第
四
十
七
話
一
一
六
２
張
李
通
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
書
冩
薬
師
経
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
藥
）
五
一
２延
命
語
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
有
リ
Ａ
Ｂ
１２
此
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
偏
ニ
乙
Ａ
Ｂ
巻
六
第
四
十
八
話
一
一
七
２
聞
壽
命
経
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
入
ヌ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
昨
日
許
也
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
寄
宿
シ
タ
リ
乙
Ｃ
１３
浅
キ
智
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ヲ
の
下
に
以
歟
と
朱
補
）
１５
受
持
セ
ラ
レ
ム
Ａ
Ｂ
Ｃ
お
わ
り
に
『
今
昔
物
語
』
巻
六
の
本
文
の
異
同
を
見
る
と
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
と
同
じ
表
現
を
多
く
も
つ
の
は
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
巻
で
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
の
表
現
が
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
現
と
一
致
す

る
箇
所
が
多
く
、
そ
れ
は
、
空
白
な
ど
の
形
式
と
同
じ
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
巻
六
の
場
合
も
文
字
数
の
空
白
が
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
、
巻
三
で
は
、
特
に
、
野
村
本
が
流
布
本
系
と
古
本
系
と
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
巻
六
で
も
同
五
二
様
の
傾
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
巻
三
に
お
い
て
、
様
々
な
要
件
か
ら
、
流
布
本
系
は
、
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
書
物
群
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
が
、
巻
六
第
二
十
二
話
に
お
い
て
も
古
本
系
の
東
大
本
甲
と
東
北
大
本
と
流
布
本
系
の
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
彦
根
本
は
「
二
十
三
話
」
と
し
、
流
布
本
系
の
東
大
本
乙
と
内
閣
文
庫
本
Ａ
と
古
本
系
と
流
布
本
系
の
間
で
揺
れ
て
い
る
野
村
本
は
、「
二
十
二
話
」
と
し
て
い
る
。
現
状
の
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
は
「
二
十
二
話
」
の
方
が
正
し
い
の
で
、
流
布
本
系
は
校
訂
を
行
っ
た
結
果
、
そ
の
よ
う
に
変
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ
こ
で
も
、
彦
根
本
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
同
様
に
訂
正
を
加
え
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
六
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
、
そ
の
傾
向
が
み
え
る
。
今
後
も
、
古
本
の
表
記
や
字
句
と
の
関
連
を
目
配
り
し
つ
つ
、
そ
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
注
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中
根
「
未
紹
介
本
『
今
昔
物
語
』（
彦
根
博
物
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
愛
知
県
立
大
学
説
林
』
５３
号
二
〇
〇
五
年
三
月
）

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
５４
号
二
〇
〇
六
年
三
月
）
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中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
５５
号
二
〇
〇
七
年
三
月
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中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
５６
号
二
〇
〇
八
年
三
月
）
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中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
四
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
５７
号
二
〇
〇
九
年
三
月
）

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
五
の
本
文
の
位
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愛
知
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立
大
学
文
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〇
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年
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）


に
同
じ
。
本
稿
の
中
で
引
用
し
た
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
校
異
は
、『
今
昔
物
語
集
二
』
山
田
孝
雄
山
田
忠
雄
山
田
英
雄
山
田
俊
雄
岩
波
書
店
一
九
六
〇
年
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
五
三
